
一時金獲得月数産業間比較
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０４年 ０５年 ０６年

電
機
連
合
の
春
闘

２
０
０
０
円
以
上

電
機
連
合
（
中
村
正
武
委

員
長
、
62
万
人
）
は
１
月
25

日
か
ら
26
日
に
第
93
回
中
央

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
春
の
労
使
交
渉
で
月
額
２

０
０
０
円
以
上
の
賃
金
改
善

を
求
め
る
方
針
を
正
式
に
決

め
ま
し
た
。
賃
上
げ
要
求
は

２
年
連
続
。
一
時
金
要
求
額

は
昨
年
と
同
じ
年
間
５
カ
月

分
を
中
心
と
し
て
い
ま
す
。

電
機
連
合
傘
下
の
各
労
組

は
「
開
発
・
設
計
職
」
「
製

品
組
み
立
て
職
」
で
月
額
２

０
０
０
円
以
上
の
賃
金
改
善

を
求
め
、
今
年
の
交
渉
か
ら

「
職
種
別
賃
金
要
求
方
式
」

に
移
行
し
、
ど
の
会
社
か
は

関
係
な
く
、
同
じ
仕
事
に
は

同
じ
賃
金
と
い
う
考
え
方
で
、

企
業
間
の
格
差
縮
小
に
も
取

り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。

一
時
金
の
産
業
間
格
差

是
正
の
為
に
努
力
を

電
機
連
合
の
議
案
書
に
は

一
時
金
の
実
態
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と

グ
ラ
フ
に
示
さ
れ
る
よ
う
に

電
機
が
大
幅
に
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。
格
差
の
是
正
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

春
闘
要
求
を

職
場
か
ら
論
議
を

ル
ネ
サ
ス
労
組
も
こ
れ
か

ら
春
闘
要
求
を
提
出
す
る
時

期
と
な
り
ま
す
。
職
場
論
議

を
つ
く
し
て
作
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
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大
幅
格
差
の
圧
縮
を
！

（発 行）
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（連絡先） ルネサス武蔵の会
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＊電話・FAX ; 042-394-0937

＊ﾒｰﾙ;musashinet@jcom.home.ne.jp
＊要望・意見を気軽にお寄せ下さい。

07
年
春
闘
、
年
間
一
時
金
の

厚
生
労
働
省
が
31
日

発
表
し
た
06
年
の
毎

月
勤
労
統
計
調
査

（
速
報
、
従
業
員
５

人
以
上
）
に
よ
る
と
、

１
カ
月
平
均
の
現
金

給
与
総
額
は
前
年
比
０
・

２
％
増
の
33
万
５
５
２
２

円
と
２
年
連
続
で
前
年
を

上
回
っ
た
。
し
か
し
物
価

変
動
（
生
鮮
食
品
を
含
む
）

の
影
響
を
除
い
た
実
質
賃

金
は
前
年
比
０
・
６
％
減

で
２
年
ぶ
り
に
減
少
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
景
気
の
回

復
が
賃
金
に
は
十
分
波
及

し
て
い
な
い
実
態
が
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
現
金
給
与
総
額

は
05
年
、
５
年
ぶ
り
に
前

の
年
を
上
回
っ
た
（
０
・

６
％
増
）
が
、
06
年
は
伸

び
率
が
縮
ん
だ
。
所
定
内

労
働
時
間
は
増
え
た
の
に

所
定
内
給
与
が
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
た
の
も
、
パ
ー
ト

労
働
者
の
増
加
が
一
因
と

分
析
し
て
い
る
。
春
闘
の

課
題
が
う
き
ぼ
り
に
な
っ

て
い
る
。

集 積 回 路

大
手
組
合
平
均
獲
得
月
数
（
電
機
連
合
議
案
書
よ
り
）



格
差
社
会
を
打
ち
破
ろ
う
、
暮
ら

し
を
守
る
07
春
闘
を
！
、
電
機
懇
は
、

１
月
20
日
（
土
）
都
内
で
「
07
春
闘
、

電
機
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

内
容
は
、

（
１
）
電
機
懇
07
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト

集
計
結
果
発
表
（
谷
口
事
務
局
長
）

（
２
）
電
機
懇
07
春
闘
の
政
策
提
案

（
井
坂
政
策
委
員
長
）

（
３
）
職
場
報
告

①
日
立
（
長
時
間
労
働
の
実

態
告
発
と
闘
い
に
つ
い
て
）

②
東
芝
（
子
会
社
を
使
っ
て

の
偽
装
請
負
を
是
正
さ
せ
た
闘

い
に
つ
い
て
）

③
Ｎ
Ｅ
Ｃ
（
07
春
闘
ア
ン
ケ
ー

ト
を
対
話
を
通
じ
て
集
め
た
経

験
に
つ
い
て
）

④
沖
電
気
（
60
歳
以
降
の
再

雇
用
を
実
現
さ
せ
た
闘
い
に
つ

い
て
）

（
４
）
講
演

「
日
本
の
電
機
・
電
子
産
業
の

動
向
と
変
貌
す
る
職
場
」
藤
田

実
教
授
（
桜
美
林
大
学
）

①
大
き
く
変
化
し
た
長
期
不
況

下
の
日
本
の
電
機
・
電
子
産
業

②
電
機
産
業
の
落
ち
込
み
の
原

因③
国
内
生
産
回
帰
、
セ
ル
生
産
方
式
、
偽

装
請
負
の
三
位
一
体

④
多
様
な
工
場
再
編
と
不
確
実
な
競
争
力

回
復

お
わ
り
に
：
電
機
懇
の
役
割
に
期
待
し
て

電
機
の
職
場
か
ら
の
報
告
や
討
論
を
行

い
、
07
春
闘
を
職
場
か
ら
取
り
組
ん
で
行

こ
う
と
意
思
統
一
し
ま
し
た
。
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偽装請負とは、労働者

を実際には派遣労働者の

ように扱いながら、契約

上は請負の形をとって仕事をさせることで

す。企業にとっては、人件費削減や使用者

としての責任を回避できるという利点があ

ります。電機産業では製造現場や設計部署

で幅広く広がっています。

受け入れ側の企業と請負契約を結びなが

ら人を送り込むことは職業安定法と労働者

派遣法に違反する"人貸し"です。また、偽

装請負で労働災害が発生した場合、労働者

を送り込んだ側だけでなく、受け入れた側

も責任を負わなければなりません。

昨年から、トヨタ、松下、東芝、日亜化

学などで偽装請負が摘発され社会問題化す

る中で、各社が対応に追われています。

武蔵事業所でも、偽装請負とみなされな

いような作業指示の仕方や請負であること

を示すための証拠を作成するなどの指導が

行なわれているようです。

偽装請負が違法なのは、それを防ぐこと

で労働者の権利や安全を守る必要があるか

らです。法律を無視して違法行為を続ける

ことは、到底許されるものではありません。

皆さんの職場ではどうでしょうか？

偽装請負が社会的に大変大きな問題に

投稿



「
都
政
を
変
え
よ
う

小
平
の
会
」
結
成

４
月
に
都
知
事
選
挙
が

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
石
原

都
知
事
は
老
人
医
療
費
助

成
や
寝
た
き
り
手
当
て
を
廃

止
に
し
た
り
、
都
立
小
児
病

院
も
廃
止
を
計
画
し
た
り
、

小
人
数
学
級
を
拒
否
し
40
人

学
級
を
続
け
て
い
る
の
は
全

国
で
東
京
だ
け
で
す
。
住
民

の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る

地
方
自
治

体
本
来
の

仕
事
を
投

げ
捨
て
て

き
ま
し
た
。

そ
の
一
方

で
、
大
規

模
再
開
発

に
毎
年
１

兆
円
規
模

の
財
源
を

つ
ぎ
こ
ん

で
き
ま
し

た
。
そ
の

う
え
今
度

は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
名
を
借
り
て
ば

く
大
な
投
資
を
お
こ
な
お
う

と
し
て
い
ま
す
。

福
祉
を
削
り
な
が
ら
、
１

回
平
均
１
６
０
０
万
円
も
の

超
豪
華
な
海
外
視
察
。
し
か

も
夫
人
同
伴
分
も
税
金
か
ら

支
出
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

都
事
業
に
知
事
四
男
を
公
費

で
海
外
出
張
さ
せ
た
り
な
ど
、

都
政
の
私
物
化
に
都
民
の
批

判
の
声
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
都
政
を
許
し
て
は

お
け
な
い
。
な
ん
と
し
て
も

知
事
を
か
え
よ
う
と
い
う
こ

と
で
「
革
新
都
政
を
つ
く
る

会
」
か
ら
元
足
立
区
長
の
吉

田
万
三
さ
ん
が
立
候
補
を
決

意
い
た
し
ま
し
た
。
一
昨
年

小
平
の
み
そ
の
診
療
所
歯
科

で
訪
問
診
療
に
も
来
て
い
た

だ
い
て
い
た
歯
医
者
さ
ん
で

す
。

小
平
で
も
１
月
23
日
地
区

労
議
長
・
山
内
勝
男
さ
ん
の

よ
び
か
け
で
、
東
京
土
建
・

新
婦
人
・
子
ど
も
と
教
育
を

守
る
会
・
革
新
懇
等
の
団
体

が
あ
つ
ま
り
「
都
政
を
変
え

よ
う
小
平
の
会
」
を
結
成
い

た
し
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
１
月
30
日
に
は

小
平
駅
と
花
小
金
井
駅
で
駅

頭
宣
伝
を
や
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
圧
倒
的
に
知
ら

れ
て
な
い
「
吉
田
万
三
」
の

名
前
を
お
お
い
に
宣
伝
し
、

都
政
を
変
え
た
い
と
願
う
す

べ
て
の
ひ
と
た
ち
と
力
を
あ

わ
せ
、
美
濃
部
革
新
都
政
誕

生
か
ら
40
年
目
の
今
年
、
ふ

た
た
び
革
新
都
政
を
誕
生
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

Ｈ
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◎
「
女
性
は
子
供
を
生
む
機
械
」

ビ
ッ
ク
リ
発
言

人
権
問
題
で
国
際
的
に
も

批
判
さ
れ
る
の
は
必
須

◎
「
そ
の
ま
ん
ま
東
」現
象
？

意
外
と
既
成
に
と
ら
わ
れ
ず

何
か
新
鮮
さ
を
求
め
て
い
た
の
か
な

休
憩
室

都
政
を
変
え
よ
う
と
、



電
機
連
合
の

議
案
書
に
要
望

１
月
に
電
機
連
合
の
春
闘

方
針
に
対
す
る
職
場
討
議
が

あ
り
ま
し
た
。
産
業
別
組
織

と
し
て
、
各
組
合
が
足
並
み

を
そ
ろ
え
て
頑
張
れ
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
く
「
賃
上
げ
の

２
０
０
０
円
は
生
活
実
感
か

ら
す
る
と
低
す
ぎ
る
け
れ
ど

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
「
電
機

産
業
の
一
時
金
は
低
す
ぎ
る

け
れ
ど
賃
金
政
策
の
５
ヶ
月

を
実
現
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と

思
い
ま
し
た
．

（
Ｙ
）

レ
ベ
ル
４
が
モ
デ
ル
！

電
機
連
合
の
春
闘
要
求
は
、

「
技
能
職
郡
は
レ
ベ
ル
４
に

該
当
す
る
資
格
・
等
級
の
賃

金
と
す
る
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト

に
お
け
る
年
齢
要
素
は
35
歳

相
当
と
位
置
づ
け
る
」
と
な
っ

て
い
る
。
ル
ネ
サ
ス
で
レ
ベ

ル
４
と
い
う
と
指
導

員
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

と
て
も
35
歳
で
Ｒ
Ｋ

２
が
一
般
的
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
他
の

企
業
と
比
べ
て
、
そ

れ
程
に
ル
ネ
サ
ス
が

低
い
と
い
う
こ
と
な

の
か
。
そ
れ
と
も
あ

く
ま
で
も
モ
デ
ル
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

モ
デ
ル
で
な
く
実
態

平
均
を
掲
げ
て
ほ
し

い
も
の
だ
。

Ｈ

改
定
さ
れ
た

テ
キ
ス
ト
は
交
換
を

「
技
能
者
の
た
め
の
半
導

体
テ
キ
ス
ト
」
が
改
定
さ
れ

た
の
で
必
要
な
人
は
注
文
を

し
て
下
さ
い
と
の
案
内
が
さ

れ
た
。
「
必
要
な
人
」
と
言
っ

て
も
、
そ
の
あ
と
に
「
次
回

の
試
験
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
か

ら
も
問
題
が
出
ま
す
」
と
言

わ
れ
れ
ば
誰
も
が
買
わ
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
テ

キ
ス
ト
は
一
冊
で
は
な
く
数

冊
必
要
で
あ
る
。
今
ま
で
も

何
回
か
改
定
さ
れ
て
そ
の
都

度
買
い
替
え
を
さ
せ
ら
れ
て

き
た
。
「
退
職
す
る
と
き
に

は
返
却
す
る
よ
う
に
」
と
な

る
と
捨
て
る
わ
け
に
も
い
か

ず
、
ど
ん
ど
ん
増
え
る
一
方

で
あ
る
。
会
社
の
制
度
の
な

か
で
必
要
と
さ
れ
、
し
か
も

勝
手
に
改
定
す
る
の
で
あ
る

か
ら
、
「
再
度
購
入
し
ろ
」

で
は
な
く
「
古
い
の
と
交
換

い
た
し
ま
す
」
と
し
て
も
ら

い
た
い
も
の
だ
。

Ｍ

職
場
だ
よ
り
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絵

手

紙

で

ご

挨

拶

（健セ）は予約で一杯？

今年初めてルネサス武蔵の診療所を受診

した。従来の様に午後の予約をすれば待ち

時間が少なくて良いと思い電話をした所

「午後の予約は一杯なので、できれば午前

に来て頂けませんか？」と言われたので、

待ち人数を確認して受信をした。

診療所で診察をして頂いたら「予約は長

時間残業者の医師面談」で埋まっている状

況であった。昨年の労使協議での「長時間

労働に対する産業医との面談強化」に関す

る事の様であるが、診療体制の拡充が必要

であると実感をした次第である。 （Ｔ）

エ
ル
ピ
ー
ダ

は
好
業
績
決
算

で
二
度
目
の
臨

時
ボ
ー
ナ
ス
を

出
し
て
、
年
間

６
・
０
８
ヶ
月
と
な
り
電

機
業
界
で
最
高
に
な
っ
た
、

と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

ル
ネ
サ
ス
も
業
績
反
映
を

春
闘
の
賃
上
げ
と
年
間
一

時
金
で
勝
ち
取
っ
て
行
き

た
い
も
の
で
す
。

（
Ｔ
）

編集後記


